
オ
ー
プ
ン
プ
ロ
キ
シ
の
利
用
に
つ
い
て

原

禎
　
嗣

は
し
が
き

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
急
速
な
普
及
に
伴
い
、
そ
の
多
彩
な
利
便
性
が
喧
伝
さ
れ
る
と
同
時
に
、
従
来
の
法
体
系
が
予
想
し
な
か
っ
た

不
正
、
違
法
行
為
の
発
生
を
見
る
こ
と
と
な
っ
た
。
サ
イ
バ
ー
ポ
ル
ノ
、
ウ
ィ
ル
ス
送
信
、
I
D
の
不
正
使
用
、
名
誉
殴
損
、
著
作
権

侵

害
な
ど
、
遺
憾
な
が
ら
枚
挙
に
逞
な
い
と
い
う
現
状
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平

成
一
二
年
二
月
、
「
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下
、
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
と
略
す
）
が
施
行
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
は
処
罰
で
き
な
か
っ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
不
正
な
侵
入
行
為
が
処
罰
対
象
と
な
り
、
平
成
二
二
年
に
は
「
特
定
電
気
通
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

役
務
提
供
者
の
損
害
賠
償
責
任
の
制
限
及
び
発
信
者
情
報
の
開
示
に
関
す
る
法
律
」
（
以
下
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
法
と
略
す
）
が
成
立
し
、
ネ

ッ

ト
上
の
権
利
侵
害
に
お
け
る
責
任
の
範
囲
に
道
筋
が
つ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
両
法
は
、
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
な
ど
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

ま
つ
わ
る
マ
イ
ナ
ス
な
部
分
へ
の
法
的
対
処
と
し
て
画
期
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
実
効
性
に
関
し
、
危
惧
を
抱
か
ざ
る
を
え
な

い
点
も
存
す
る
。

　
何
故
に
危
惧
を
抱
く
か
。
そ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
持
つ
「
匿
名
性
」
ゆ
え
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、
接
続
さ
れ

た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
一
つ
一
つ
に
I
P
ア
ド
レ
ス
が
割
り
振
ら
れ
て
識
別
が
な
さ
れ
る
が
、
そ
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
実
際
に
操
作
す
る

185
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人

格
を
識
別
す
る
こ
と
は
、
現
時
点
で
は
一
般
的
で
は
な
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
で
、
一
台
の
端
末
を
複
数
人
が
連
続
し
て
使
　
　
8
6

用
し
た
と
し
て
も
、
I
P
は
変
わ
ら
な
い
。
こ
の
匿
名
性
が
、
極
め
て
重
要
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
特
徴
で
あ
り
普
及
の
一
因
で
も
あ

る
が
、
同
時
に
、
匿
名
性
を
悪
用
し
、
反
社
会
的
用
法
を
試
み
る
者
も
跡
を
絶
た
な
い
の
で
あ
る
。

　

匿
名
と
い
っ
て
も
、
I
P
ア
ド
レ
ス
と
い
う
識
別
符
号
は
存
在
す
る
。
そ
の
識
別
符
号
か
ら
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
使
用
者
を
割
り
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

す
こ
と
は
不
可
能
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
あ
る
程
度
習
熟
し
た
利
用
者
は
、
自
分
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
割
り
振

ら
れ
た
I
P
ア
ド
レ
ス
を
秘
匿
、
改
変
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
オ
ー
プ
ン
プ
ロ
キ
シ
は
、
世
界
中
に
無
数
に
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
る
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
の
「
あ
る
状
態
」
を
さ
す
が
、
こ
れ
を
I
P
ア
ド
レ
ス
秘
匿
の
た
め
に
用
い
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

筆
者
の
所
属
大
学
に
お
い
て
も
、
短
期
間
だ
が
プ
ロ
キ
シ
が
オ
ー
プ
ン
状
態
に
あ
り
、
そ
の
際
の
ロ
グ
の
一
部
を
閲
覧
す
る
機
会
に
恵

　
　
　
ら
　

ま
れ
た
。

　
筆
者

は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
常
用
す
る
法
律
研
究
者
の
一
人
と
し
て
、
か
つ
て
、
サ
イ
バ
ー
ロ
ー
に
関
す
る
小

　
　
　
　
　
　
　
　

考

を
発
表
し
た
。
以
下
本
稿
に
お
い
て
は
、
右
の
ロ
グ
に
関
す
る
分
析
を
踏
ま
え
、
前
稿
で
十
分
に
掘
り
下
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
匿
名
性
と
い
う
特
質
と
、
二
つ
の
新
法
に
関
わ
る
問
題
と
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
の
愚
見
を
呈
し
、
大
方
の
ご

批
判
を
待
ち
た
い
と
思
う
。

（1
）
同
法
に
つ
い
て
は
、
園
田
寿
「
不
正
ア
ク
セ
ス
」
（
ゴ
ロ
P
＼
＼
≦
ω
’
c
・
o
o
P
o
「
°
旨
＼
‘
・
o
⊃
o
△
隻
完
×
＜
o
o
o
Φ
c
・
c
力
這
O
n
①
゜
。
°
・
°
コ
§
一
）
、
黒
澤
正
和
「
不
正
ア
ク
セ
ス

　

行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
の
制
定
に
つ
い
て
」
、
北
村
博
文
「
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
の
制
定
の
経
緯
」
、
露
木
康
浩
、
砂
田

　

務
、
槽
垣
重
臣
「
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
の
解
説
」
（
以
上
「
特
集
・
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
対
策
法
制
の
整
備
－
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法

　

を
中
心
と
し
て
ー
」
（
「
警
察
学
論
集
」
第
五
二
巻
第
＝
号
・
一
頁
以
下
・
平
成
＝
年
＝
月
）
所
載
）
、
露
木
康
浩
「
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
の
意
義

　

と
今
後
の
課
題
」
（
「
警
察
政
策
」
第
二
巻
第
一
号
・
一
五
九
頁
以
下
・
平
成
一
二
年
二
月
）
、
園
田
寿
、
野
村
隆
昌
、
山
川
健
『
ハ
ッ
カ
ー
V
S
，
不
正
ア

　

ク
セ
ス
禁
止
法
』
平
成
一
二
年
六
月
に
、
詳
細
な
検
討
が
見
ら
れ
る
。
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（2
）
同
法
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
同
法
に
関
す
る
項
目
（
宮
G
　
＼
＼
…
°
°
・
o
⊆
∋
⊂
°
σ
q
o
］
℃
＼
ピ
ゴ
o
」
切
⊂
°
。
日
＼
δ
O
＼
○
①
コ
オ
P
コ
゜
葺
∋
＝
以
下
に

　

掲
載
さ
れ
た
各
資
料
を
参
照
し
た
。

（
3
）
た
と
え
ば
「
朝
日
放
送
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
書
換
事
件
」
（
「
読
売
新
聞
」
一
九
九
七
年
五
月
一
九
日
朝
刊
、
二
三
日
夕
刊
）
は
、
こ
の
I
P
ア
ド
レ
ス
が
容

　

疑
者
特
定
の
重
要
な
手
が
か
り
と
な
っ
た
事
件
で
あ
る
。

（
4
）
　
ロ
ー
カ
ル
エ
リ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
L
A
N
）
で
は
通
常
、
不
正
な
侵
入
を
防
止
す
る
た
め
、
直
接
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

　

よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
こ
の
た
め
L
A
N
内
部
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
接
続
す
る
場
合
に
は
、
L
A
N
へ
の
侵
入
を
防
止
す
る
フ
ァ
イ
ヤ

　

ー
ウ
ォ
ー
ル
の
外
側
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の
接
点
）
に
プ
ロ
キ
シ
（
代
理
）
サ
ー
バ
ー
を
設
置
し
、
こ
れ
が
L
A
N
内
部
の
個
々
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

　

代
っ
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
交
信
す
る
。
そ
の
た
め
本
来
は
、
L
A
N
内
部
か
ら
の
み
の
ア
ク
セ
ス
の
み
を
許
す
サ
ー
バ
ー
が
、
外
部
か
ら
の
接
続
を
受

　

け
付
け
る
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
を
オ
ー
プ
ン
プ
ロ
キ
シ
と
い
う
。
な
お
民
間
プ
ロ
バ
イ
ダ
も
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
を
設
置
し
て
い
る
が
、
多
く
の
L
A
N

　

の
場
合

と
は
異
な
り
、
該
プ
ロ
バ
イ
ダ
利
用
者
が
必
要
的
に
こ
れ
を
経
由
す
る
と
は
限
ら
な
い
。

（5
）
　
ロ
グ
の
閲
覧
に
際
し
、
北
陸
大
学
情
報
シ
ス
テ
ム
検
討
委
員
会
委
員
長
（
現
、
北
陸
大
学
情
報
セ
ン
タ
ー
長
）
亀
田
幸
彦
教
授
に
格
別
の
御
高
配
を
賜

　
　
っ
た
。
特
記
し
て
深
甚
の
感
謝
の
意
を
表
す
。

（6
）
拙
稿
「
サ
イ
バ
ー
ロ
ー
に
関
す
る
若
干
の
試
論
」
（
「
北
陸
法
学
」
第
五
巻
第
四
号
・
五
一
頁
以
下
・
平
成
一
〇
年
三
月
）
、
拙
稿
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

　

お

け
る
狼
褻
物
陳
列
行
為
処
罰
の
可
能
性
と
限
界
」
（
「
北
陸
法
学
」
第
七
巻
第
一
号
・
五
五
頁
以
下
・
平
成
一
一
年
六
月
）
。

ロ

グ
の
分
析

事
実
の
概
要

　
一
九
九
八
年
当
時
、
筆
者
の
所
属
大
学
は
学
内
L
A
N
構
築
準
備
中
で
あ
っ
た
。
二
ヶ
所
の
キ
ャ
ン
パ
ス
の
う
ち
一
ヶ
所
に
試
験
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

に

L
A
N
を
設
置
し
、
そ
こ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
を
可
能
に
し
て
い
た
。
こ
の
時
、
同
時
に
設
置
さ
れ
た
プ
ロ
キ
シ
サ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

バ
ー
に
対
し
、
外
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
記
録
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
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8月6日（木）　総計　30652回
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ヨ
　

　
今
回
、
分
析
対
象
と
し
た
同
年
八
月
六
日
か
ら
九
日
ま
で
の
プ
ロ
キ
シ
ロ
グ
で
は

れ
て

い

る
。
こ
れ
を
日
別
時
間
ご
と
に
整
理
し
た
グ
ラ
フ
を
示
す
。

計
七

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

八

九
件
の
通
信
デ
ー
タ
が
記
録
さ
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8月8日（土）　総計　7548回
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グ

ラ
フ
か
ら
、
極
め
て
顕
著
な
傾
向
と
し
て
、
個
人
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
が
増
加
す
る
夜
間
な
い
し
深
夜
に
外
部
か
ら
の
ア
　
9
0

ク
セ
ス
が
増
加
し
、
日
中
は
、
正
規
の
利
用
資
格
者
で
あ
る
内
部
ユ
ー
ザ
ー
が
専
ら
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
週
末
に
な
る
と
午
前
五

時
、
六
時
と
い
っ
た
時
間
帯
に
、
外
部
か
ら
大
量
の
通
信
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
、
外
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
、
記
録
さ
れ
て
い
る
I
P
ア
ド
レ
ス
ま
た
は
ド
メ
イ
ン
名
の
個
数
は
八
月
六
日
が
六
五
、

七

日
が
五
七
、
八
日
が
四
六
、
九
日
が
五
八
で
あ
っ
た
。

　
外
部
か
ら
の
接
続
元
の
多
く
は
、
民
間
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
ダ
イ
ヤ
ル
ア
ッ
プ
サ
ー
バ
ー
で
あ
る
が
、
日
本
の
自
治
体
や
大
学
、
ま
た
海

外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
も
小
数
な
が
ら
見
ら
れ
た
。
異
な
る
日
に
同
一
の
ド
メ
イ
ン
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
見
え
る
た
め
、

同
一
の
ユ
ー
ザ
ー
が
プ
ロ
キ
シ
の
設
定
を
変
更
せ
ず
、
何
度
も
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
不
特
定
多
数
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
が
、
当
該
プ
ロ
キ
シ
の
I
P
ア
ド
レ
ス
を
知
り
得
る
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
と
い
え
よ
う
。

プ
ロ
キ
シ
利
用
の
理
由

　
自
ら
の
所
属
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
以
外
の
プ
ロ
キ
シ
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
は
、
決
し
て
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
理
由
は
、

大

き
く
二
つ
に
分
け
ら
れ
よ
う
。
一
つ
は
、
通
信
速
度
の
向
上
で
あ
る
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
は
、
通
常
、
ど
の
よ
う
な
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
よ
う
と
も
、
自
分
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
相
手
先
ま
で

の

到
達
経
路
を
指
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
外
部
の
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
を
経
由
す
る
と
、
直
接
に
ア
ク
セ
ス
し
た
場
合

と
は
異
な
る
経
路
を
辿
っ
て
デ
ー
タ
が
往
復
す
る
可
能
性
が
生
じ
る
。
こ
れ
は
あ
く
ま
で
可
能
性
で
あ
り
、
仮
に
経
路
が
変
わ
っ
た
と

し
て
も
、
速
度
が
向
上
す
る
保
障
は
な
い
。
し
か
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
情
報
伝
達
遅
延
は
、
ど
こ
に
原
因
が
あ
る
か
判
然
と
し
な

い

こ
と
が
多
い
た
め
、
「
迂
回
」
は
、
希
望
的
に
で
は
あ
る
が
速
度
向
上
に
資
す
る
も
の
が
あ
る
と
も
い
え
る
。
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今

回
分
析
し
た
デ
ー
タ
に
見
え
る
ア
ク
セ
ス
に
関
し
て
は
、
接
続
先
が
一
般
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
あ
る
こ
と
が
大
半
で
あ
る
こ
と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ヅ
ト
の
ア
ク
セ
ス
速
度
が
低
下
す
る
夜
間
に
利
用
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
速
度
目
的
の
た
め
に
該
プ
ロ
キ
シ

サ

ー
バ
ー
を
経
由
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。

　
プ
ロ
キ
シ
利
用
の
も
う
一
つ
の
理
由
は
、
ア
ク
セ
ス
者
本
来
の
I
P
ア
ド
レ
ス
を
秘
匿
す
る
、
言
い
換
え
れ
ば
、
「
匿
名
化
」
す
る
こ

と
で
あ
る
。
ア
ク
セ
ス
先
の
ロ
グ
に
は
、
接
続
者
本
来
の
I
P
ア
ド
レ
ス
ま
た
は
ド
メ
イ
ン
名
は
記
録
さ
れ
ず
、
中
継
し
た
プ
ロ
キ
シ

サ

ー
バ
ー
の
I
P
ア
ド
レ
ス
が
記
録
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
通

常
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
を
閲
覧
す
る

ブ
ラ
ウ
ザ
ソ
フ
ト
は
、
相
手
先
に
対
し
、
接
続
者
に
関
す
る

様

々
な
情
報
を
送
信
す
る
。
次
に
、
民
間
プ
ロ
バ
イ
ダ
に
接

続

さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
、
筆
者
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
に

設
置

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対
し
て
送
ら
れ
る
情
報
の
一
部
分

を
、
直
接
接
続
の
場
合
と
プ
ロ
キ
シ
経
由
の
場
合
と
に
分
け

　
　
　
ら
　

て

示
す
。

　
表
の
中
で
、
「
力
国
ζ
○
弓
国
＞
O
O
刃
こ
と
い
う
項
目
が
ア
ク

セ

ス

元

の
コ

ン

ピ
ュ
ー
タ
を
示
す
が
、
プ
ロ
キ
シ
を
経
由
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
こ
と
で
、
こ
れ
が
全
く
異
な
る
数
字
に
変
わ
っ
て
い
る
。

ア

ク
セ
ス
先
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
は
、
変
更
後
の
デ
ー
タ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

し
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
今

回
の
分
析
対
象
で
あ
る
ロ
グ
に
は
、
外
部
か
ら
の
ア
ク

直接接続

HTTP＿USER＿AGENT：Mozil庖／4．O（compatlblel　MS旺6，0；

Wlndows　98；Win　gx　4．90）

GATEWAY　INTERFACE：CGI／1，］

HTTP＿HOST：www．hokuriku－u　acjp

SERVER旦OFTWARE：Apache／13．22（Unlx）
SERVER＿ADMIN：奉⇒林林＊＊＠hokuriku－u　ac　lp

REMOTE　ADDR：＊＊．198，82．＊率率

SCRIPT＿NAME：／y－hara／＊＊＊ツenv1．cgi

SERVER＿NAME：www．hokuriku－u．ac．jp

プロキシ経由

HTTP　USER　AGENT：Mozilla／4，0（compatible；MSIE　6．O；

Windows　98；Wn　gx　490）

GATEWAY　INTERFACE：CGI／1．l

HTTP＿HOST：www．hokuriku－u．ac．jp

SERVER＿SOFTWARE：Apache／13．22（Unix）
SERVER　ADMIN：＊＊＊＊＊＊＊＊＠hokuriku－u．ac」p

REMOTE　ADDR：＊＊＊．35．243．牢

SCRIPT＿NAME：／y－hara／＊＊＊＊／envl　cgi

SERVER＿NAME：www．hokuriku－u．ac．jp

（表注）各サーバーのセキュリティのため、項目の一部を伏せる。
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セ

ス

の

中
に
、
僅
か
で
は
あ
る
が
デ
ー
タ
の
送
信
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
の
接
続
先
が
C
G
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
こ
と
か
　
9
2

ら
、
こ
の
ア
ク
セ
ス
者
に
は
、
掲
示
板
等
へ
の
書
込
み
に
際
し
、
自
ら
の
I
P
を
秘
匿
す
る
目
的
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

同
じ
く
数
件
で
は
あ
る
が
、
海
外
の
匿
名
化
サ
イ
ト
を
経
由
し
て
の
接
続
も
見
ら
れ
た
。
明
ら
か
に
、
自
ら
の
I
P
ア
ド
レ
ス
を
秘
匿

す
る
意
図
を
も
っ
て
の
接
続
で
あ
る
。

プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
情
報
の
取
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

　
民

間
プ
ロ
バ
イ
ダ
、
L
A
N
管
理
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正
規
の
利
用
者
に
対
し
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
の
ア
ド
レ
ス
を
開
示
す
る
が
、

そ
れ
は
、
仮
に
外
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
禁
止
す
る
よ
う
設
定
さ
れ
て
い
な
い
に
し
て
も
、
不
特
定
多
数
に
提
供
、
開
示
さ
れ
る
性
質

の

も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
現
実
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
、
殆
ど
無
数
の
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
の
ア
ド
レ
ス
と
ポ
ー
ト
番
号
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
シ

記

し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
掲
示
板
が
存
在
す
る
。
更
に
、
外
部
か
ら
接
続
可
能
な
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
を
検
索
す
る
方
法
や
プ
ロ
グ
ラ

ム

を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
存
在
す
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
「
情
報
」
を
掲
出
す
る
ホ
ー
ム
ベ
ー
ジ
等
は
、
著
名
な
検
索
サ
イ
ト

か

ら
容
易
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。

（
1
）
　
こ
の
時
点
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
接
続
は
、
N
T
T
の
一
般
向
け
デ
ジ
タ
ル
通
信
サ
ー
ビ
ス
ー
S
D
N
一
回
線
を
利
用
し
て
い
た
。
研
究
教
育
機
関
の
イ

　

ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
と
し
て
は
極
端
に
遅
い
部
類
に
属
す
る
が
、
試
験
運
用
中
で
あ
っ
た
た
め
、
高
速
な
専
用
回
線
は
ま
だ
敷
設
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
な
お
、

　

当
時
は
、
こ
の
I
S
D
N
回
線
よ
り
も
低
速
の
接
続
方
式
も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
た
め
、
本
節
本
文
で
後
述
す
る
速
度
向
上
目
的
で
も
効
果
は
期
待
で
き
た

　

と
考
え
ら
れ
る
。

（
2
）
筆
者
が
閲
覧
し
た
ロ
グ
に
は
、
接
続
元
（
I
P
ア
ド
レ
ス
ま
た
は
ド
メ
イ
ン
名
）
、
日
時
、
接
続
先
U
R
L
、
デ
ー
タ
受
信
、
送
信
の
別
な
ど
が
記
録
さ

　

れ
て

い
る
。
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な
お
、
こ
の
時
の
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
は
、
既
に
外
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
で
き
な
い
よ
う
設
定
を
変
更
し
て
あ
る
。

（
3
）
閲
覧
し
た
プ
ロ
キ
シ
ロ
グ
フ
ァ
イ
ル
は
、
ひ
と
つ
で
数
十
メ
ガ
バ
イ
ト
を
越
え
る
極
め
て
大
き
な
も
の
で
、
当
然
な
が
ら
、
通
常
使
用
が
予
定
さ
れ
て

　

い

る
L
A
N
内
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
と
外
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
と
が
混
在
し
て
お
り
、
判
読
が
困
難
な
状
態
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
大
学
が
夏
季
休
業
に

　

入

り
、
学
内
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
極
端
に
減
少
す
る
八
月
五
日
か
ら
数
日
間
の
デ
ー
タ
を
分
析
対
象
と
し
た
。

（
4
）
プ
ロ
キ
シ
ロ
グ
の
記
録
は
、
例
え
ば
一
つ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
対
す
る
接
続
で
あ
っ
て
も
、
当
該
ペ
ー
ジ
の
文
書
部
分
で
あ
る
H
T
M
L
フ
ァ
イ
ル
へ

　

の
ア

ク
セ
ス
だ
け
で
な
く
、
そ
の
H
T
M
L
に
記
述
さ
れ
た
画
像
、
音
声
な
ど
の
フ
ァ
イ
ル
個
々
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
記
録
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
本
文
中
の

　

通
信
記
録
数

は
、
所
謂
「
ア
ク
セ
ス
の
回
数
」
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。

（5
）
　
こ
こ
で
は
、
ア
メ
リ
カ
企
業
が
開
設
す
る
匿
名
化
サ
イ
ト
を
経
由
し
て
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
に
よ
り
、
同
社
の
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
を
利
用
し
た
。

（
6
）
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
は
、
設
定
や
機
能
に
よ
り
、
情
報
秘
匿
の
度
合
が
異
な
る
。
大
別
す
る
と
、
①
本
来
の
I
P
ア
ド
レ
ス
が
完
全
に
隠
蔽
さ
れ
、
更

　

に

プ
ロ
キ
シ
経
由
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
ら
な
く
な
る
も
の
、
②
元
の
I
P
ア
ド
レ
ス
は
隠
さ
れ
る
が
プ
ロ
キ
シ
経
由
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
も
の
、
③
元

　

の

I
P
ア
ド
レ
ス
が
、
別
の
項
目
と
し
て
残
る
も
の
、
と
な
る
。

（
7
）
こ
の
た
め
、
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
を
経
由
す
る
こ
と
は
、
不
正
ア
ク
セ
ス
の
手
口
の
一
つ
し
て
あ
げ
ら
れ
る
「
踏
み
台
」
行
為
に
類
似
す
る
と
も
い
え

　

る
。
し
か
し
、
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
に
は
接
続
者
本
来
の
情
報
を
記
録
す
る
ロ
グ
が
残
る
こ
と
、
プ
ロ
キ
シ
へ
の
ア
ク
セ
ス
自
体
が
不
正
と
は
い
え
な
い

　

こ
と
な
ど
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
踏
み
台
」
行
為
に
比
し
て
、
き
わ
め
て
初
歩
的
な
証
跡
隠
蔽
行
為
に
止
ま
る
。
な
お
、
「
踏
み
台
」
と
呼
ば
れ
る
行
為
の
場

　

合
は
、
本
来
外
部
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
受
け
付
け
な
い
サ
ー
バ
ー
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
接
続
口
を
探
し
、
そ
こ
か
ら
侵
入
し
て
サ
ー
バ
ー
を
機
能
さ
せ
、
再

　

侵
入
用
の
入
口
を
確
保
し
、
さ
ら
に
そ
の
サ
ー
バ
ー
に
残
る
ア
ク
セ
ス
ロ
グ
を
消
去
す
る
な
ど
し
た
上
で
、
他
の
サ
ー
バ
ー
に
侵
入
を
試
み
る
。
こ
う
し

　

た
行
為
で
は
、
「
踏
み
台
」
に
さ
れ
た
サ
ー
バ
ー
の
ロ
グ
が
消
さ
れ
る
た
め
、
行
為
者
の
特
定
が
不
可
能
と
な
る
可
能
性
が
高
い
。

（8
）
　
こ
の
場
合
、
ロ
グ
に
は
接
続
先
と
し
て
、
「
匿
名
化
サ
イ
ト
の
ア
ド
レ
ス
」
／
「
接
続
先
の
ア
ド
レ
ス
」
と
い
う
書
式
で
記
録
が
残
る
。
閲
覧
ソ
フ
ト
に

　

プ

ロ

キ
シ
を
設
定
し
た
上
で
匿
名
化
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
所
定
の
フ
ォ
ー
ム
に
接
続
先
を
入
力
す
る
と
い
う
方
式
を
取
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
接
続
形

　

態

が
可
能
と
な
る
。

（
9
）
本
稿
は
し
が
き
註
（
4
）
に
述
べ
た
よ
う
に
、
特
に
L
A
N
内
部
の
端
末
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
場
合
に
は
、
プ
ロ
キ
シ
を
必
要
と
す
る
こ

　

と
が
多
い
。
ま
た
、
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
は
、
そ
れ
を
経
由
し
て
転
送
さ
れ
た
デ
ー
タ
を
一
時
的
に
保
存
す
る
機
能
を
持
つ
の
で
、
複
数
の
ユ
ー
ザ
ー
が

　

同
一
の
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
場
合
、
二
度
目
以
降
の
ア
ク
セ
ス
時
に
は
、
一
時
保
存
し
た
デ
ー
タ
を
ユ
ー
ザ
ー
に
送
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
内
部
（
L
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A
N
）
に
向
か
っ
て
は
反
応
速
度
を
上
げ
、
外
部
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
に
は
ト
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
軽
減
す
る
と
い
う
「
有
益
」
な
機
能
を
果
た
す
。
　
　
　
　
9
4

（
1
0
）
　
こ
れ
ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
掲
示
板
に
は
、
筆
者
の
所
属
大
学
の
プ
ロ
キ
シ
の
I
P
等
を
「
公
開
」
す
る
も
の
も
存
在
し
た
（
当
該
ペ
ー
ジ
は
既
に
閉

　

鎖
さ
れ
て
い
る
）
。
該
プ
ロ
キ
シ
の
ア
ド
レ
ス
は
非
公
開
で
あ
り
、
何
人
か
が
ス
キ
ャ
ン
等
の
手
法
で
こ
れ
を
発
見
、
掲
示
板
サ
イ
ト
に
掲
出
し
た
も
の
で

　

あ
ろ
う
。
本
体
ロ
グ
に
記
録
さ
れ
た
外
部
か
ら
の
利
用
者
が
、
か
か
る
サ
イ
ト
か
ら
情
報
を
入
手
、
利
用
し
た
可
能
性
は
非
常
に
高
い
と
思
わ
れ
る
。

法
的
評
価

不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
と
の
関
係

不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
は
、

第
三
条
　
何
人
も
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
　

2
　
前
項
に
規
程
す
る
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
と
は
次
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
行
為
を
い
う
。

　
　
一
　
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
を
有
す
る
特
定
電
子
計
算
機
に
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
当
該
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
に
係
る
他
人
の
識

　
　
　
別
符
号
を
入
力
し
て
当
該
特
定
電
子
計
算
機
を
作
動
さ
せ
、
当
該
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
に
よ
り
制
限
さ
れ
て
い
る
特
定
利
用
を

　
　
　

し
得
る
状
態
に
さ
せ
る
行
為
（
当
該
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
を
付
加
し
た
ア
ク
セ
ス
管
理
者
が
す
る
も
の
及
び
当
該
ア
ク
セ
ス
管

　
　
　

理
者
又

は
当
該
識
別
符
号
に
係
る
利
用
権
者
の
承
諾
を
得
て
す
る
も
の
を
除
く
。
）

　
　
ニ
　
ア

ク
セ
ス
制
御
機
能
を
有
す
る
特
定
電
子
計
算
機
に
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
当
該
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
に
よ
る
特
定
利
用

　
　
　
の

制
限
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
（
識
別
符
号
で
あ
る
も
の
を
除
く
。
）
又
は
指
令
を
入
力
し
て
当
該
特
定
電
子
計
算
機

　
　
　
を
作
動
さ
せ
、
そ
の
制
限
さ
れ
て
い
る
特
定
利
用
を
し
得
る
状
態
に
さ
せ
る
行
為
（
当
該
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
を
付
加
し
た
ア

　
　
　
ク
セ
ス
管
理
者
が
す
る
も
の
及
び
当
該
ア
ク
セ
ス
管
理
者
の
承
諾
を
得
て
す
る
も
の
を
除
く
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。
）



三
　
電
気
通
信

回
線
を
介
し
て
接
続
さ
れ
た
他
の
特
定
電
子
計
算
機
が
有
す
る
ア
ク
セ
ス
制
御
機
能
に
よ
り
そ
の
特
定
利
用
を
制

　
限
さ
れ
て
い
る
特
定
電
子
計
算
機
に
電
気
通
信
回
線
を
通
じ
て
そ
の
制
限
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
情
報
又
は
指
令
を
入
力
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
て

当
該
特
定
電
子
計
算
機
を
作
動
さ
せ
、
そ
の
制
限
さ
れ
て
い
る
特
定
利
用
を
し
得
る
状
態
に
さ
せ
る
行
為

オープンプロキシの利用について（原）

と
し
て
、
禁
止
す
べ
き
「
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
」
の
範
囲
を
限
定
す
る
。
禁
止
さ
れ
る
の
は
、
他
人
の
I
D
、
パ
ス
ワ
ー
ド
な
ど
の

「
識

別
符
号
」
を
用
い
る
い
わ
ゆ
る
「
な
り
す
ま
し
」
行
為
（
二
項
一
号
）
、
正
規
の
ア
ク
セ
ス
方
式
と
は
異
な
る
手
法
で
コ
ン
ピ
ュ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

タ
に
侵
入
、
利
用
す
る
「
ハ
ッ
キ
ン
グ
」
行
為
（
同
二
号
）
、
そ
し
て
、
ア
ク
セ
ス
制
限
機
能
を
有
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
（
認
証
サ
ー
バ

ー
な
ど
）
を
ハ
ッ
キ
ン
グ
し
、
利
用
可
能
と
な
っ
た
他
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
行
為
（
同
三
号
）
で
あ
る
。

　

同
条
か
ら
は
、
オ
ー
プ
ン
プ
ロ
キ
シ
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
、
本
来
想
定
さ
れ
た
利
用
資
格
者
以
外
に
よ
る
無
権
限
利
用
で
あ
っ
て
も
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

罰
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
前
節
で
分
析
対
象
と
し
た
ロ
グ
が
蓄
積
さ
れ
た
一
九
九
八
年
当
時
は
勿
論
、
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
施
行

後

で

あ
っ
て
も
、
外
部
か
ら
の
接
続
を
遮
蔽
し
な
い
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
は
、
同
法
に
い
う
特
定
電
子
計
算
機
に
は
相
当
せ
ず
、
こ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に

接
続

を
行
う
こ
と
は
、
該
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
が
過
剰
な
負
荷
に
よ
り
機
能
低
下
す
る
と
い
っ
た
事
態
が
起
ら
な
い
限
り
、
違
法
で

　
　
　
ら
　

は
な
い
。
ま
た
、
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
検
索
プ
ロ
グ
ラ
ム
類
を
利
用
す
る
行
為
も
、
そ
の
機
能
紹
介
を
見
る
か
ぎ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
さ
れ
た
サ
ー
バ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
信
号
を
送
り
、
対
す
る
応
答
か
ら
サ
ー
バ
ー
の
性
質
や
、
通
信
可
能
な
ポ
ー
ト
番
号
を

判
断
す
る
も
の
で
あ
り
、
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
第
三
条
第
二
項
各
号
に
定
め
る
特
定
利
用
制
限
が
な
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
対
し

て

そ
の
制
限
を
免
れ
る
情
報
等
を
送
信
す
る
行
為
に
は
当
た
ら
ず
、
同
法
に
よ
る
規
制
、
処
罰
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
当
該
プ
ロ
グ
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ム

の

利
用
か
ら
得
ら
れ
た
情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
て
も
同
様
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
見
る
と
、
オ
ー
プ
ン
プ
ロ
キ
シ
の
利
用
と
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
に
は
直
接
の
関
連
性
は
存
在
し
な
い
か
に
思
え
る
が
、

プ
ロ
キ
シ
の
持
つ
匿
名
性
は
無
視
し
え
な
い
。
同
法
違
反
行
為
の
捜
査
に
お
い
て
は
、
行
為
者
の
特
定
等
に
要
す
る
重
要
な
情
報
を
、
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ア

ク
セ
ス
ロ
グ
か
ら
得
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
ア
ク
セ
ス
者
の
本
来
の
I
P
ア
ド
レ
ス
を
隠
蔽
す
る
機
能
を
持
っ
た
プ
ロ
キ
シ
を
　
9
6

経
由
し
た
場
合
、
不
正
ア
ク
セ
ス
の
被
害
を
受
け
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ロ
グ
か
ら
は
、
プ
ロ
キ
シ
の
I
P
ア
ド
レ
ス
し
か
得
る
こ
と
は

で

き
な
い
の
で
あ
る
。
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
に
は
、
ア
ク
セ
ス
者
の
I
P
ア
ド
レ
ス
と
接
続
先
の
U
R
L
等

を
記
録
し
た
ロ
グ
が
残
る
が
、
行
為
者
特
定
を
困
難
な
ら
し
め
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
複
数
の
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
を
経
由
し
た
場
合

は
更
に
捜
査
は
困
難
に
な
ろ
う
し
、
海
外
の
プ
ロ
キ
シ
が
利
用
さ
れ
た
場
合
に
は
、
行
為
者
特
定
が
不
可
能
と
な
る
可
能
性
す
ら
あ
る
。

プ
ロ
バ
イ
ダ
法
と
の
関
係

　
プ
ロ
バ
イ
ダ
法
に
お
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
掲
示
板
等
に
何
人
か
の
権
利
を
侵
害
す
る
情
報
が
公
開
さ
れ
た
場
合
に
、
被
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

者
が
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
や
サ
ー
バ
ー
管
理
者
、
運
営
者
に
対
し
、
情
報
流
通
の
防
止
や
発
信
情
報
開
示
を
求
め
う
る
こ
と
を
明
示
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ

　
例
え
ば
同
法
成
立
以
前
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
掲
示
板
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
争
わ
れ
た
名
誉
殿
損
事
件
と
し
て
、
「
ニ
フ
テ
ィ
事
件
」

が

あ
る
が
、
該
事
件
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
す
る
直
前
の
時
期
に
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
パ
ソ
コ
ン
通
信
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
内
で
発
生
し
た
名
誉
殴
損
事
件
で
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
爆
発
的
拡
大
が
進
行

し
た
今
日
に
お
い
て
は
、
い
さ
さ
か
様
相
が
異
な
る
。
最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
掲
示
板
サ
ー
ビ
ス
に
、
個
人
ま
た
は
法
人

の
私

的
情
報
と
と
も
に
虚
偽
の
情
報
を
掲
出
し
、
も
っ
て
対
象
と
な
っ
た
個
人
ま
た
は
法
人
を
侮
辱
し
、
あ
る
い
は
名
誉
を
殿
損
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　

と
い
っ
た
事
例
が
散
見
さ
れ
る
。
プ
ロ
バ
イ
ダ
法
施
行
以
後
、
同
様
の
事
例
が
発
生
す
れ
ば
、
被
害
を
受
け
た
と
す
る
者
は
、
掲
示
板

管
理
者
等
に
対
し
、
当
該
情
報
の
削
除
、
ま
た
当
該
情
報
発
信
者
の
情
報
開
示
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
発
信
者
の
情
報
と
は
、

管
理

者
等
に
お
い
て
知
り
得
る
の
な
ら
ば
氏
名
等
、
あ
る
い
は
当
該
情
報
を
掲
出
し
た
者
の
I
P
ア
ド
レ
ス
な
ど
、
接
続
元
に
関
す
る

情
報
で
、
大
半
が
ロ
グ
に
記
録
さ
れ
た
も
の
と
な
ろ
う
。



オープンプロキシの利用について（原）

　

こ
の
と
き
、
情
報
を
掲
出
し
た
者
が
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
を
経
由
し
、
本
来
の
I
P
ア
ド
レ
ス
を
隠
蔽
し
て
い
た
場
合
は
、
プ
ロ
キ

シ

の

ア

ド
レ
ス
以
外
の
情
報
は
ロ
グ
に
記
録
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
プ
ロ
バ
イ
ダ
法
は
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
第
四
条
　
特
定
電
気
通
信
に
よ
る
情
報
の
流
通
に
よ
っ
て
自
己
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
す
る
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当

　
　
　
　
す

る
と
き
に
限
り
、
当
該
特
定
電
気
通
信
の
用
に
供
さ
れ
る
特
定
電
気
通
信
設
備
を
用
い
る
特
定
電
気
通
信
役
務
提
供
者
（
以

　
　
　
　
下

「
開
示

関
係
役
務
提
供
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
当
該
開
示
関
係
役
務
提
供
者
が
保
有
す
る
当
該
権
利
の
侵
害
に
係
る
発

　
　
　
　
信
者
情
報
（
氏
名
、
住
所
そ
の
他
の
侵
害
情
報
の
発
信
者
の
特
定
に
資
す
る
情
報
で
あ
っ
て
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

　
　
　
　
以
下
同
じ
。
）
の
開
示
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
一
　
侵
害
情
報
の
流
通
に
よ
っ
て
当
該
開
示
の
請
求
を
す
る
者
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
き
。

　
　
　
二
　
当
該
発
信
者
情
報
が
当
該
開
示
の
請
求
を
す
る
者
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
行
使
の
た
め
に
必
要
で
あ
る
場
合
そ
の
他
発
信
者

　
　
　
　
情
報
の
開
示
を
受
け
る
べ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
き
。

　
　
　

2
　
開
示
関
係
役
務
提
供
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
開
示
の
請
求
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
開
示
の
請
求
に
係
る
侵
害
情
報
の

　
　
　
　
発
信
者
と
連
絡
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
そ
の
他
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
開
示
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
当
該

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

　
　
　
　
発
信
者
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
第
三
項
以
降
略
）

　
同
条
に
い
う
「
開
示
関
係
役
務
提
供
者
」
は
、
こ
の
場
含
、
掲
示
板
サ
ー
ビ
ス
等
を
設
置
し
て
い
る
サ
ー
バ
ー
の
管
理
者
、
掲
示
板

サ

ー
ビ
ス
開
設
者
、
同
運
営
者
等
を
指
す
。
そ
れ
と
は
無
関
係
に
存
在
し
、
か
つ
無
権
限
で
利
用
さ
れ
た
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
の
管
理

者
が
含
ま
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
つ
ま
り
、
「
開
示
関
係
役
務
提
供
者
」
の
も
つ
発
信
者
情
報
か
ら
は
、
個
人
の
特
定
が
で
き
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

可
能
性
が
生
じ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（↓
　
ゴ
言
ミ
き
」
田
゜
σ
Q
ど
O
＼
切
①
2
ユ
ミ
。
一
a
「
＼
言
三
㊤
㊤
q
⊃
O
O
。
“
三
旦
。
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（
2
）
本
稿
に
お
い
て
「
ハ
ッ
キ
ン
グ
」
は
、
制
限
つ
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
侵
入
と
い
う
意
味
に
限
定
し
て
用
い
る
。
侵
入
先
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
で
、
情
　
　
9
8

　

報
の
窃
取
、
改
貫
、
破
壊
等
を
行
う
場
合
は
、
「
ク
ラ
ッ
キ
ン
グ
」
と
表
現
す
べ
き
で
あ
る
。

（
3
｝
弓
〉
（
情
報
処
理
振
興
事
業
協
会
）
の
統
計
に
よ
る
と
、
平
成
一
二
年
に
二
件
、
オ
ー
プ
ン
プ
ロ
キ
シ
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
届
け
出
さ
れ
て
い
る
が

　
　
（
宮
日
‥
＼
＼
き
゜
冒
四
゜
o
q
O
°
冒
＼
・
・
①
2
ユ
蔓
＼
6
「
p
o
×
1
「
m
℃
o
隅
＼
N
O
O
一
〇
N
N
N
＼
O
O
①
F
コ
↓
∋
一
）
、
本
来
、
届
け
出
の
対
象
と
な
る
不
正
ア
ク
セ
ス
に
分
類
さ
れ
る
行

　
為
で
は
な
い
。

（
4
）
例
え
ば
、
D
O
S
攻
撃
の
ご
と
く
、
当
該
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
を
経
由
し
て
大
量
の
デ
ー
タ
送
受
信
を
な
し
、
も
っ
て
当
該
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
の
正

　

常

な
動
作
を
妨
げ
る
に
い
た
っ
た
場
合
に
は
、
当
該
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
を
客
体
と
す
る
電
算
機
損
壊
等
業
務
妨
害
罪
が
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
5
∀
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
に
い
う
ア
ク
セ
ス
制
限
機
能
は
、
I
D
、
パ
ス
ワ
ー
ド
等
に
よ
る
利
用
資
格
認
証
の
み
を
想
定
す
る
。
特
定
の
I
P
ア
ド
レ
ス

　

を
も
つ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
拒
絶
す
る
た
め
の
パ
ケ
ッ
ト
ブ
イ
ル
タ
リ
ン
グ
は
、
実
質
的
な
ア
ク
セ
ス
制
限
機
能
で
は
あ
る
が
、
明
示
的

　

に

I
D
、
パ
ス
ワ
ー
ド
等
の
発
行
、
認
証
を
行
わ
な
い
た
め
に
、
同
法
の
ア
ク
セ
ス
制
限
に
は
該
当
し
な
い
。
仮
に
、
パ
ケ
ヅ
ト
ブ
イ
ル
タ
リ
ン
グ
式
フ

　

ァ

イ
ヤ
ー
ウ
ォ
ー
ル
等
の
ア
ク
セ
ス
制
限
を
破
る
行
為
が
禁
止
類
型
に
追
加
さ
れ
れ
ば
、
オ
ー
プ
ン
プ
ロ
キ
シ
の
利
用
に
よ
っ
て
自
ら
の
制
限
さ
れ
た
I

　

P
ア
ド
レ
ス
を
偽
装
す
る
行
為
も
当
然
に
処
罰
対
象
と
な
る
。

（
6
）
不
正
ア
ク
セ
ス
助
長
行
為
を
禁
止
す
る
同
法
第
四
条
は
、
あ
く
ま
で
他
人
の
I
D
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
利
用
権
者
以
外
に
提
供
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
I
D

　

屋
」
的
行
為
を
禁
止
す
る
に
止
ま
る
。

（
7
）
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
立
案
段
階
で
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
に
対
し
一
定
期
間
の
ロ
グ
保
存
を
義
務
づ
け
る
こ
と
も
検
討
さ
れ
が
、
個
々
の
事
業
者
の
業
務

　

上
の
必

要
性
や
負
担
、
あ
る
い
は
国
際
的
動
向
な
ど
の
観
点
か
ら
法
制
化
が
見
送
ら
れ
た
（
前
掲
「
不
正
ア
ク
セ
ス
行
為
の
禁
止
等
に
関
す
る
法
律
の
制

　

定

の
経

緯
」
・
二
一
頁
）
。
警
察
庁
は
、
記
録
さ
れ
る
ロ
グ
の
内
容
を
、
日
付
、
入
力
さ
れ
た
I
D
と
入
力
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
I
P
に
限
定
し
、
三
ヶ

　

月
の
保
存
を
義
務
づ
け
る
案
を
有
し
て
い
た
（
同
書
二
二
頁
註
（
1
7
）
）
。
ロ
グ
は
、
不
正
ア
ク
セ
ス
事
件
捜
査
に
不
可
欠
の
資
料
で
あ
る
が
、
同
時
に
、

　

犯
罪

と
は
無
関
係
な
無
数
の
通
信
情
報
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
通
信
の
秘
密
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
観
点
か
ら
、
最
高
度
の
配
慮
が
要
求
さ
れ
る
こ
と

　
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

（8
）
同
法
は
、
掲
示
板
サ
ー
ビ
ス
へ
の
書
込
み
に
よ
る
名
誉
殼
損
や
侮
辱
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
記
述
、
ま
た
他
者
の
著
作
物
掲
載
等
を
想
定
し
て
い
る
と

　

考

え
ら
れ
る
。
同
法
で
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
で
権
利
侵
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、
直
接
に
侵
害
行
為
を
な
し
た
も
の
以
外
の
関
係
者
、
す
な
わ
ち
サ
ー

　

バ

ー
設
置
者
、
掲
示
板
等
設
置
者
、
同
運
営
者
に
生
じ
る
可
能
性
の
あ
る
賠
償
責
任
の
範
囲
を
限
定
し
、
被
害
者
に
は
発
信
者
情
報
開
示
請
求
権
を
確
認



　
す
る
（
第
一
条
）
（
互
8
”
＼
＼
き
゜
°
・
o
⊆
∋
F
σ
q
o
」
▽
＼
ピ
ゴ
o
」
°
り
已
゜
。
日
＞
o
廿
＼
O
ユ
『
＼
ご
o
⊆
σ
⊆
P
O
合
）
。
こ
れ
は
、
情
報
発
信
者
、
そ
れ
に
よ
り
被
害
を
受
け
た

　

と
主
張
す
る
者
、
そ
し
て
情
報
が
公
開
さ
れ
た
サ
ー
バ
ー
の
管
理
者
等
、
三
者
間
の
権
衡
に
配
慮
し
つ
つ
、
当
事
者
間
の
、
ま
た
は
民
事
訴
訟
に
よ
る
紛

　

争
解
決
に
一
定
の
道
筋
を
つ
け
る
効
果
を
有
す
る
が
、
開
示
さ
れ
た
情
報
か
ら
行
為
者
が
特
定
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
想
定
し
て
い
な
い
。

（
9
）
本
件
に
つ
い
て
は
、
山
下
幸
夫
「
サ
イ
バ
ー
ス
ベ
ー
ス
に
お
け
る
名
誉
段
損
と
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
の
責
任
」
（
「
N
B
」
」
第
七
二
三
号
．
平
成
＝
二
年
一

　

〇

月
・
三
四
～
九
頁
）
に
詳
細
な
解
説
が
あ
る
。

（
1
0
）
最
近
の
事
例
と
し
て
、
日
本
生
命
が
、
著
名
な
掲
示
板
サ
イ
ト
「
2
ち
ゃ
ん
ね
る
」
に
同
社
を
誹
誘
中
傷
す
る
書
込
み
が
な
さ
れ
た
と
し
て
、
記
事
の

　

削
除
を
求
め
る
仮
処
分
を
申
し
立
て
、
平
成
＝
二
年
八
月
、
申
し
立
て
を
認
め
る
決
定
が
下
さ
れ
た
（
言
召
ミ
≦
≦
≦
°
∋
①
三
一
〇
三
゜
⑰
o
」
℃
＼
○
…
σ
q
＝
①
ご

　

コ

①
三
δ
奮
8
三
く
Φ
＼
N
O
O
一
〇
〇
。
＼
ω
一
－
一
゜
互
ヨ
＝
。

（n
）
　
］
削
掲
ゴ
｛
↓
℃
ミ
＼
≦
妻
．
g
り
O
⊂
∋
F
σ
q
O
」
▽
＼
』
O
ゴ
O
l
｛
c
n
⊆
G
力
三
＼
｛
o
廿
＼
℃
○
『
≧
尾
o
⊆
σ
⊆
P
℃
○
『
。

（
1
2
）
こ
う
し
た
実
態
を
反
映
し
、
掲
示
板
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
書
込
み
を
行
っ
た
も
の
の
I
P
ア
ド
レ
ス
を
表
示
さ
せ
た
り
、
プ
ロ
キ
シ
経
由
の
ア
ク
セ
ス

　

を
禁
止
し
た
り
す
る
設
定
を
備
え
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
プ
ロ
キ
シ
経
由
を
禁
止
し
た
場
合
、
必
要
的
に
プ
ロ
キ
シ
を
用
い
る
L
A
N
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

　

が
で

き
な
く
な
る
が
、
掲
示
板
開
設
者
の
自
衛
的
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

オープンプロキシの利用について（原）

結
　
び

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
オ
ー
プ
ン
プ
ロ
キ
シ
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
接
続
元
の
I
P
ア
ド
レ
ス
を
隠
蔽
す
る
初
歩
的
で
簡
便
な
手
段

で

あ
る
。
昨
今
、
「
ハ
ッ
カ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
冠
し
た
多
く
の
書
籍
が
、
l
P
技
術
解
説
書
と
並
ん
で
販
売
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

は
、
お
よ
そ
例
外
な
く
I
P
ア
ド
レ
ス
隠
蔽
を
目
的
と
し
て
プ
ロ
キ
シ
の
使
用
法
に
言
及
す
る
。

　

だ
が
、
現
在
の
ネ
ッ
ト
環
境
か
ら
は
、
I
P
ア
ド
レ
ス
の
隠
蔽
行
為
に
積
極
的
効
能
を
認
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
か
つ
て
、
研
究
機

関
の
よ
う
な
団
体
以
外
で
は
不
可
能
だ
っ
た
高
速
回
線
を
使
っ
た
常
時
接
続
が
、
民
間
プ
ロ
バ
イ
ダ
経
由
で
も
容
易
に
実
現
し
た
結
果
、

I
P
ア
ド
レ
ス
の
不
用
意
な
漏
示
に
よ
り
、
個
人
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
「
踏
み
台
」
目
的
等
の
不
正
ア
ク
セ
ス
の
対
象
と
さ
れ
る
危
険

が
生

じ
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
無
数
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ど
こ
で
で
も
、
接
続
元
の
I
P
ア
ド
レ
ス
を
取
得
す
る
こ
と
　
鵬
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は
容
易
で
あ
る
。
リ
ン
ク
を
辿
っ
て
ネ
ッ
ト
サ
ー
フ
ィ
ン
す
る
過
程
で
、
悪
意
の
開
設
者
が
設
置
し
た
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
も
、

ア

ク
セ
ス
者
は
そ
れ
と
気
づ
く
こ
と
な
く
、
I
P
ア
ド
レ
ス
を
知
ら
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
危
険
を
回
避
す
る
た
め

に
、
匿
名
化
機
能
を
持
っ
た
オ
ー
プ
ン
プ
ロ
キ
シ
を
経
由
す
る
者
も
、
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

マ

イ
ナ
ス
の
側
面
が
明
ら
か
に
認
識
で
き
る
以
上
、
筆
者
は
、
オ
ー
プ
ン
プ
ロ
キ
シ
利
用
を
推
奨
す
る
こ
と
は
し
な
い
。
し
か
し
、

そ
の
禁
止
を
主
張
す
る
も
の
で
も
な
い
。
そ
も
そ
も
、
世
界
各
地
に
無
数
に
存
在
す
る
プ
ロ
キ
シ
サ
ー
バ
ー
を
全
て
、
外
部
か
ら
の
ア

ク
セ
ス
を
遮
蔽
す
る
よ
う
設
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
い
う
新
し
い
イ
ン
フ
ラ
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ

ン

が
、
パ
ケ
ッ
ト
と
い
う
微
細
な
電
気
信
号
の
や
り
と
り
だ
け
で
成
立
し
、
国
境
す
ら
意
味
を
な
さ
な
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
ひ

と
り
日
本
の
み
で
よ
り
強
力
な
法
的
対
応
を
考
え
る
こ
と
は
無
意
味
で
あ
る
。

　
不

正
ア

ク
セ
ス
を
禁
止
し
、
ネ
ッ
ト
上
の
権
利
侵
害
に
対
し
法
的
措
置
を
も
っ
て
回
復
を
図
る
こ
と
は
、
ハ
イ
テ
ク
問
題
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
ヒ
　

国
際
的
取
組
み
と
い
う
意
味
か
ら
も
望
ま
し
い
。
だ
が
、
日
々
進
歩
す
る
技
術
社
会
を
遺
漏
な
く
規
律
し
う
る
全
備
な
法
は
、
存
在
し

な
い
の
で
あ
る
。
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
法
に
は
、
高
度
な
技
術
を
有
し
な
い
至
極
一
般
的
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用

者

の
違
法
行
為

を
摘
発
し
、
権
利
侵
害
時
の
接
続
情
報
を
開
示
し
て
賠
償
請
求
を
容
易
な
ら
し
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
同
程
度
の
知
識

を
有
す
る
他
の
ユ
ー
ザ
ー
の
、
興
味
本
位
の
違
法
行
為
を
抑
止
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
、
オ
ー
プ
ン
プ
ロ
キ
シ
利
用
の
よ

う
な
初
歩
的
な
手
法
で
も
、
あ
る
程
度
の
証
跡
隠
蔽
が
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
よ
り
高
度
な
技
術
を
有
す
る
行
為
者
が
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

意
に

何
ら
か
の
違
法
行
為
を
な
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
行
為
者
を
特
定
す
る
こ
と
す
ら
困
難
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
向
後
、
国
際
的
な
協
力
体
制
の
強
化
、
I
P
v
6
に
代
表
さ
れ
る
技
術
革
新
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の
徹
底
な
ど
、
全
方
位
的
な

対
策
が
さ
ら
に
進
み
、
安
全
で
秩
序
あ
る
ネ
ヅ
ト
環
境
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
を
切
に
希
望
す
る
。
オ
ー
プ
ン
プ
ロ
キ
シ
と
い
う
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
の
存
在
の
み
に
よ
っ
て
も
、
現
実
社
会
に
お
い
て
な
ら
ば
期
待
し
得
る
法
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
以
上
、

そ
れ
を
利
用
し
、
あ
る
い
は
さ
ら
に
巧
妙
な
手
口
で
な
さ
れ
る
よ
り
悪
質
な
違
法
行
為
を
抑
止
す
る
た
め
に
は
、
法
だ
け
で
は
な
く
、

200



ま
さ
に
全
方
位
的
取
り
組
み
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

を
も
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、

に

意
識
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
将
来
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
関
係
法
規
の
制
定
改
廃
に
あ
た
っ
て
は
、
法

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
達
に
よ
っ
て
法
が
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
常

（
1
）
　
平
成
九
年
の
デ
ン
バ
ー
、
一
〇
年
の
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
サ
ミ
ッ
ト
で
、
ハ
イ
テ
ク
犯
罪
へ
の
対
応
が
議
論
さ
れ
た
の
は
記
憶
に
新
し
い
。

（2
）
　
園
田
教
授
は
、
前
掲
「
不
正
ア
ク
セ
ス
」
に
お
い
て
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
に
は
非
常
に
高
度
な
技
術
を
も
っ
た
者
も
暗
躍
し
て
い
る
。
彼
ら
に
と
っ

　

て

は
不
正
ア
ク
セ
ス
の
痕
跡
す
ら
消
し
去
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
現
実
に
そ
の
よ
う
な
事
件
も
発
生
し
て
い
る
。
刑
罰
の
抑
止
効
果
も
、
彼
ら
に
は
期

　

待
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
。
」
（
丁
口
℃
　
＼
＼
≦
ω
゜
c
・
8
P
o
こ
廿
＼
°
り
o
⊃
o
△
p
＼
田
×
ぐ
0
6
8
°
力
゜
・
＼
①
0
8
°
・
°
力
゜
宮
旦
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

オープンプロキシの利用について（原）
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